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１　事業概要 ５　事業説明
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　質の高い訪問看護サービスの安定的な提供を推進して
いくため、訪問看護ステーションの職員の人材育成と管
理者のマネジメントスキルの向上や、本県の訪問看護施
策の方向性を検討する体制の整備を図る。

　ア　訪問看護ステーション管理者支援事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,805千円
　イ　訪問看護推進検討委員会運営費　　　　176千円

（１）事業内容 
　　ア　訪問看護ステーション管理者支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,805千円
　　　　個々の訪問看護ステーションにおける実務に関する相談等に回答する窓口を設け、訪問看護職員と訪問看護ステ
　　　ーションの管理者の人材育成を図る。
　　　(ｱ) 訪問看護の総合相談窓口
　　　(ｲ) 訪問看護ステーションの管理者等相談窓口(電話・個別相談)
　　　(ｳ) 指導者の育成(研修)
　
　　イ　訪問看護推進検討委員会運営費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　176千円
　　　　質の高い訪問看護サービスの安定的な提供に寄与するため、本県の訪問看護に関する課題・対策の検討を行うこ
　　　とを目的として設置する。
　　　　○構成員：　県医師会、県看護協会、県訪問看護ステーション協会、有識者等

（２）事業計画
　　ア　訪問看護ステーション管理者支援事業　　相談窓口(常時対応)、指導者向け研修参加
　　イ　訪問看護推進検討委員会運営費　　　　　年1回程度開催
 
（３）事業効果
　　　訪問看護ステーションの一人一人の訪問看護師の資質の向上や、管理者のマネジメントスキルの向上により、質の
　　高い訪問看護サービスの安定的な提供を図る。
　　　【活動指標(アウトプット)】ア(ｱ)　相談件数782件　(ｲ)　相談件数651件　　イ　1回開催
　　　【成果指標(アウトカム)】訪問看護ステーションに勤務する訪問看護職員数　令和8年度：4,005人

２　事業主体及び負担区分
(県 10/10)

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×0.6＝5,700千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比繰 入 金

決定額 4,981 4,805

前年額 5,838 5,632 206

― 保健医療部 132 ―

介護・医療体制の充実

176 △857

地域で高齢者が安心して暮らせる社会づくり



 

事業名

単位事業名 予算額 4,805千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

繰入金・ 4,805 △827
地域医療介護総合確保基金繰入金

合計 4,805 △827

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 4,805 △827 （一社）埼玉県訪問看護ステーション協会への事業委託費

合計 4,805 △827

事業内訳書

2025年に向けた訪問看護推進事業費

訪問看護ステーション管理者支援事業

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 176千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 176 △30

合計 176 △30

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 117 △8 訪問看護推進検討委員会の委員謝金

旅費 27 △15 訪問看護推進検討委員会に関する打合せ旅費

需用費 7 △2 訪問看護推進検討委員会委員へのお茶代、資料印刷費

使用料及び賃借料 25 △5 訪問看護推進検討委員会の会場使用料

合計 176 △30

訪問看護推進検討委員会運営費

主な内容

主な内容


